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地
元
で
は
当
た
り
前
の
景
色
や
暮
ら
し
が
、

未
来
を
切
り
拓ひ
ら

く
資
産
に
な
り
得
る
。

丹
波
の
黒
豆
や
デ
カ
ン
シ
ョ
節
で
知
ら
れ
る

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
で
は
今
、

人
々
の
意
識
が
ゆ
っ
く
り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

写
真
野
瀬
勝
一

取
材
・
文
山
内
史
子

地域の底力 兵庫県丹波篠山市 人
々
の
日
常
に
溶
け
込
む
城
下
町
と

農
村
の
伝
統
が
あ
ら
た
な
価
値
を
生
む

兵
庫
県
丹た

ん

波ば

篠さ
さ
 
や
ま山
市

人
々
の
日
常
に
溶
け
込
む
城
下
町
と

農
村
の
伝
統
が
あ
ら
た
な
価
値
を
生
む

兵
庫
県
丹た

ん

波ば

篠さ
さ
 
や
ま山
市

1609 年 ( 慶長 14) に築かれた丹波篠山城跡を要とする、兵庫県
丹波篠山市の市街地。城跡にはかつて二の丸にあった大書院が
復元されており、周辺には江戸時代から受け継がれてきた武家
屋敷や商家をはじめとする歴史ある町並みが残る。 
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受
け
継
が
れ
て
き
た 

伝
統
文
化
を
未
来
に 

残
す
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

兵
庫
県
東
部
の
丹
波
篠
山
市
は
、
北

は
京
都
府
に
面
し
、
南
は
大
阪
府
に
接

し
た
人
口
約
四
万
一
○
○
○
人
の
自
治

体
だ
。
中
心
と
な
る
市
街
地
は
、
ぐ
る

り
と
な
だ
ら
か
な
山
に
囲
ま
れ
た
篠
山

盆
地
に
位
置
す
る
。

　

時
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
一
五
七
九

年
（
天
正
七
）
に
は
明
智
光
秀
が
難
攻

不
落
と
い
わ
れ
た
八や

上か
み
じ
ょ
う

城
を
落
と
し
た

丹
波
攻
略
の
舞
台
に
。
そ
の
後
の
一
六

○
九
年
（
慶
長
十
四
）、
大
坂
城
と
西

日
本
の
大
名
を
抑
え
る
た
め
徳
川
家
康

の
命
で
松
平
康や

す
し
げ重

が
篠
山
城
を
築
き
、

一
七
四
八
年
（
寛
延
元
）
以
降
は
城
の

主
が
青
山
家
に
代
わ
っ
て
明
治
維
新
に

至
っ
た
。

　

篠
山
城
跡
を
中
心
に
、
か
つ
て
の
城

下
町
に
は
趣
の
あ
る
町
並
み
が
今
も
残

り
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
周
辺
に

は
牧
歌
的
な
田
園

風
景
が
広
が
る
が
、

都
市
圏
か
ら
は
近

い
ん
で
す
と
話
す

の
は
、
二
〇
〇
七
年

か
ら
市
長
を
務
め

る
酒
井
隆
明
氏
だ
。

　
「
丹
波
篠
山
は
田
舎
の
代
名
詞
の
よ

う
な
地
域
で
す
が
、
大
阪
、
神
戸
、
京
都

か
ら
車
で
一
時
間
程
度
。
交
通
の
利
便
性

は
高
い
ん
で
す
。
と
は
い
え
、
都
市
の
影

響
を
受
け
過
ぎ
る
と
ま
ち
が
本
来
持
っ

て
い
る
個
性
を
保
つ
の
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
残
し
、
生
か
し

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
市
長
就
任

当
初
か
ら
の
私
の
強
い
思
い
で
す
」

　

そ
の
た
め
に
酒
井
氏
が
力
を
注
い
で

き
た
の
は
、
地
域
資
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化

だ
。
産
業
の
要
で
あ
る
農
業
は
、
二
○

○
九
年
に
「
丹
波
篠
山
農
都
宣
言
」
を

行
い
、
二
〇
一
四
年
に
は
農
業
振
興
へ

の
取
り
組
み
を
明
確
に
す
る
「
篠
山
市

農
都
創
造
条
例
」
を
制
定
。
二
○
二
○

　丹波篠山市

篠山川

宝塚IC

京都府

●

加東市

ささやまぐち

大阪国際空港

東海道本線

●

大阪府三田市

猪名川町

西脇市

丹波市

●

加
古
川

●

神戸JCT

春日IC

●
丹波篠山口IC

●

たからづか●

たんばおおやま

しん
おおさか●

中国自動車道

山陽自動車
道

新名神高速道路

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

篠山街道

福知山線

加
古
川
線

●あまがさき

●
吉川JCT

●
たにかわ

籾井川

福
知
山
線

明智光秀により落城した八上城の城跡は、国指定史跡。丹波
篠山城跡の東、標高 462 ｍの高城山に築かれた。

（写真提供：丹波篠山市）

「コロナ禍のなか、『より安心して住めるのは地方だ』と皆
さんが思うようになったのか、空き家や移住に関する問い
合わせが増えています」と話す市長の酒井隆明氏。

上／重要伝統的建造物群保存地区に指定さ
れた「河原町妻入商家群」。中／篠山城跡
の西側、十数棟の武家屋敷が残る「御

お か ち

徒士
町
まち

武家屋敷群」。下／篠山藩主青山家家臣
の住居跡「武家屋敷安

あん

間
ま

家史料館」。
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年
七
月
に
は
日
本
農
業
遺
産
の
申
請
が

行
わ
れ
、
登
録
が
待
た
れ
る
。

　

文
化
的
資
産
と
し
て
は
、
二
○
一
五

年
に
「
丹
波
篠
山 

デ
カ
ン
シ
ョ
節
～
民

謡
に
乗
せ
て
歌
い
継
ぐ
ふ
る
さ
と
の
記

憶
～
」
が
日
本
遺
産
に
選
定
。
同
年
末

に
は
ま
ち
の
景
観
、
農
村
文
化
、
丹
波

焼
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
産
業
な
ど
に

焦
点
を
当
て
、
ク
ラ
フ
ト
＆
フ
ォ
ー
ク

ア
ー
ト
分
野
で
ユ
ネ
ス
コ
（
注
）
の
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
た
。

　

も
と
も
と
一
帯
は
一
九
九
九
年
に
篠

山
町
、
西
紀
町
、
丹
南
町
、
今
田
町
の

旧
多
紀
郡
四
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

篠
山
市
だ
っ
た
が
、「
丹
波
」
ブ
ラ
ン
ド

強
化
の
た
め
の
市
名
変
更
に
関
す
る
住

民
投
票
を
経
て
、
二
○
一
九
年
五
月
に

丹
波
篠
山
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
っ

た
ば
か
り
だ
。

　
「
豊
か
な
自
然
や
農
産
物
、
歴
史
、

文
化
は
丹
波
篠
山
の
誇
る
べ
き
資
産
で

す
。
し
か
し
『
丹
波
』
と
い
う
名
を
冠

し
て
い
な
い
こ
と
で
、
当
市
の
ブ
ラ
ン

ド
力
が
高
ま
ら
ず
、
そ
う
し
た
資
産
を

生
か
し
き
れ
な
い
一
因
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
市
名
変
更
に
よ
り
、
丹
波
篠
山

と
い
う
地
と
そ
の
誇
り
を
守
り
た
か
っ

た
ん
で
す
。
ま
た
、
日
本
遺
産
認
定
や

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加

盟
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
、
丹
波
篠
山

に
は
こ
れ
だ
け
の
よ
い
も
の
が
あ
る
と

の
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

市
民
の
方
の
気
持
ち
や
行
動
が
す
ぐ
に

変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

道
な
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
、
ま
ち
が
未
来
に
続
き
、

住
ん
で
い
る
方
が
地
元
の
魅
力
を
認
識

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
」

丹
波
篠
山
の
名
を 

広
め
た
の
は
生
産
者
と 

地
域
を
思
う
黒
豆
販
売

　

酒
井
氏
が
話
す
ま
ち
の
魅
力
の
代
表

格
が
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
「
丹
波
黒
」

こ
と
高
級
品
の
黒
大
豆
だ
。
黒
豆
の
栽

培
は
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

が
、
創
業
一
七
三
四
年
（
享
保
十
九
）

で
当
時
金
物
商
だ
っ
た
小
田
垣
商
店
が

一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
に
種
物
店
へ

と
転
業
し
、
黒
豆
の
栽
培
を
広
く
地
域

に
浸
透
さ
せ
た
。
や
が
て
大
粒
で
ほ
っ

こ
り
と
し
た
そ
の
う
ま
さ
は
徐
々
に
口

コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
歴
史

を
語
る
の
は
、
現
在
で
は
丹
波
黒
の
販

売
が
柱
と
な
っ
た
小
田
垣
商
店
代
表
取

締
役
社
長
の
小
田
垣
昇
氏
だ
。

　

内
陸
性
気
候
の
丹
波
篠
山
で
は
朝
晩

が
涼
し
く
日
中
は
温
暖
と
、
黒
豆
栽
培

に
適
し
た
気
温
差
が
あ
る
。
ま
た
十
一

月
に
出
る
霧
は
、
黒
豆
を
ゆ
っ
く
り
と

乾
燥
さ
せ
て
い
く
そ
う
だ
。
通
常
の
黒

豆
が
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
ほ
と
ん
ど

機
械
作
業
な
の
に
対
し
、
丹
波
黒
は
今

で
も
多
く
が
手
作
業
。
そ
れ
ゆ
え
に
風

土
に
加
え
、
真
面
目
で
朴ぼ

く
と
つ訥

な
丹
波
の

人
の
力
が
、
丹
波
黒
を
作
る
の
に
欠
か

せ
な
い
と
小
田
垣
氏
は
語
る
。

　
「
普
通
の
黒
豆
に
比
べ
て
丹
波
黒
は

十
倍
近
い
労
力
が
か
か
り
ま
す
が
、
全

（注）ユネスコ（国際連合教育科学文化機関、United
Nations Educational, Scientific and Cultural 
Organization U.N.E.S.C.O.）：諸国民の教育、科学、
文化の協力と交流を通じて、国際平和と人類の福祉
の促進を目的とした国際連合の専門機関。 

奈良時代後期の創建といわれる春日神社。境内には篠山藩主青山
忠
ただなが

良が 1861 年（文久元）に寄進した能舞台（国の重要文化財）が
あり、現在も奉納能が行われている。� （写真提供：丹波篠山市）

上／ 1944 年に火災で焼失した篠山城大書院を
2000 年に復元。丹波篠山の歴史的資料や、戦国
時代の武将の甲

かっ

冑
ちゅう

を模した展示が見られる。

下／文政年間（1818 ～ 1830）の将軍上覧
大相撲で連戦連勝したとの言い伝えが残る、
王
おう

地
じ

山
やま

平
へい

左
ざ

衛
え

門
もん

を祀
まつ

る「王地山平左衛門稲
荷神社」。合格成就の神としても知られる。

春
日
神
社
の
絵
馬
殿
で
は
、
そ
の
昔
奉
納

さ
れ
た
貴
重
な
絵
馬
を
公
開
。
下
中
央
は

篠
山
藩
主
松
平
忠
国
が
一
六
四
九
年
（
慶

安
二
）
に
奉
納
し
、
狩
野
尚
信
の
筆
と
い

わ
れ
る
黒
神
馬
。



上
／
小
田
垣
商
店
が
一
九
八
四
年
に
発
売

を
始
め
た
、
丹
波
黒
の
枝
豆
も
最
近
人
気

が
高
い
と
話
す
代
表
取
締
役
の
小
田
垣
昇

氏
。
実
り
の
時
期
は
、
枝
豆
目
当
て
で
市

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
と
い
う
。

収穫された丹波黒
はすべて、人の手
と目で選別される。

毎年8月15、16日に行われる
「丹波篠山デカンショ祭」。

（写真提供：丹波篠山市）

国の登録有形文化財に指定された店舗は江戸期の建築。
（写真提供：丹波篠山市）
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国
的
な
高
い
評
価
と
、
発
祥
の
地
で
あ

る
誇
り
が
生
産
者
の
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
客
さ
ま
に
い
い
も
の
を
お
届

け
す
る
に
は
、
生
産
者
に
い
い
黒
豆
を

つ
く
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
栽
培
方
法
を
研
究
し
、

そ
の
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
生
産
者

を
大
事
に
し
た
い
と
の
思
い
は
、
こ
れ

ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
我
々

の
理
念
で
す
」

　

加
え
て
小
田
垣
商
店
で
は
代
々
、
地

域
へ
の
貢
献
に
重
き
が
置
か
れ
て
き

た
。
黒
豆
の
出
荷
の
際
に
は
社
名
で
は

な
く
、
丹
波
篠
山
の
名
を
前
面
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
努
め
た
そ
う
だ
。

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
一
〇
件
の
建
物
を
、
二
○
二
一
年
四

月
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て
改
装
オ
ー
プ

ン
す
る
の
も
ま
た
、
そ
の
思
い
を
受
け

継
い
で
の
こ
と
。
丹
波
黒
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
の
提
供
に
加
え
、
丹
波
焼
や
地

酒
な
ど
特
産
品
の
販
売
を
行
い
、
地
域

の
魅
力
を
多
様
に
発
信
す
る
場
に
し
た

い
と
か
。
さ
ら
に
は
文
化
活
動
な
ど
幅

広
い
展
開
に
よ
っ
て
訪
れ
る
人
の
層
を

広
げ
、
そ
の
流
れ
を
地
域
に
環
流
で
き

れ
ば
と
小
田
垣
氏
は
力
を
込
め
て
話
す
。

　
「
黒
豆
と
い
え
ば
お
せ
ち
料
理
だ
け

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
で
す

ね
。
た
ん
ぱ
く
質
を
豊
富
に
含
む
上
、

黒
い
皮
の
成
分
で
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ

ン
に
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。
普

段
の
料
理
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、

新
し
い
黒
豆
文
化
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

将
来
的
に
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、

展
示
会
な
ど
で
高
い
評
価
を
得
た
ア
ジ

ア
や
欧
州
各
国
も
見
据
え
る
。
丹
波
篠

山
の
名
は
や
が
て
、
海
を
越
え
て
広

ま
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

丹
波
篠
山
の
人
と
文
化
の

魅
力
を
伝
え
る 

デ
カ
ン
シ
ョ
祭

　

日
本
遺
産
「
丹
波
篠
山 

デ
カ
ン
シ
ョ

節
～
民
謡
に
乗
せ
て
歌
い
継
ぐ
ふ
る

さ
と
の
記
憶
～
」
に
選
ば
れ
た
デ
カ
ン

シ
ョ
節
も
ま
た
、
丹
波
篠
山
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

　

デ
カ
ン
シ
ョ
デ
カ
ン
シ
ョ
で

　

半
年
暮
ら
す　

　

あ
と
の
半
年
寝
て
暮
ら
す

　
「
代
表
的
な
こ
の
歌
詞
を
は
じ
め
、

丹
波
篠
山
の
風
土
、
歴
史
、
人
情
、
暮

ら
し
な
ど
を
表
し
た
の
が
デ
カ
ン
シ
ョ

節
。
江
戸
時
代
に
各
集
落
で
歌
わ
れ
て

い
た
、『
み
つ
節
』
が
源
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
兵
庫
県
丹

波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
節
保
存
会
会
長
の

吉
田
浩
明
氏
だ
。

　

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）、
東

京
に
遊
学
中
だ
っ
た
丹
波
篠
山
の
若
者

た
ち
が
房
州
八
幡
浜
（
現
在
の
千
葉
県

館
山
市
）
へ
避
暑
に
訪
れ
、デ
カ
ン
シ
ョ

節
を
歌
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
旧
制
第
一

高
等
学
校
（
現
東
京
大
学
）
の
学
生
が

気
に
入
り
、
学
生
歌
と
し
て
一
世
を
風ふ
う

靡び

。
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

毎
年
八
月
十
五
、十
六
日
に
は
篠
山

城
跡
で
「
丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
一
晩
で
約
五
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
う
が
、

時
代
に
合
わ
せ
祭
り
の
形
が
変
化
し
て

い
る
の
が
面
白
い
。

　

か
つ
て
は
町
内
会
ご
と
に
連
を
組
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800 年以上の歴史を誇る丹波焼もま
た、この地の文化を語る上で欠かせな
い。1895 年につくられた現存する最
古の登窯は、兵庫県の県指定重要有形
民俗文化財に指定。

（写真提供：丹波篠山市）

み
、
ま
ち
を
練
り
歩
い
て
会
場
に
向

か
っ
た
が
、
人
口
減
に
よ
り
そ
れ
が
難

し
く
な
っ
た
今
は
観
光
客
の
参
加
を
奨

励
。
祭
り
の
要
で
あ
る
、
や
ぐ
ら
上
の

ス
テ
ー
ジ
ま
で
広
く
観
光
客
に
開
放
さ

れ
る
。
祭
り
の
日
程
も
、
お
盆
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
踊
り
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
歌
い
手
が
変
わ
れ
ば
、
節
回
し
も

微
妙
に
変
化
す
る
。
本
来
、
民
謡
と
は

そ
う
い
う
も
の
。
骨
格
は
守
り
つ
つ
、

時
代
に
合
う
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」　

　

歌
い
継
が
れ
て
き
た
デ
カ
ン
シ
ョ
節

は
現
在
、
三
〇
〇
以
上
も
数
え
ら
れ
る

が
、祭
り
の
際
に
は
毎
年
「
デ
カ
ン
シ
ョ

節
大
賞
」
を
募
集
し
、
丹
波
篠
山
を
描

い
た
あ
ら
た
な
歌
が
生
ま
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
後
継
者
の
育
成
は
今
後
の

課
題
で
あ
り
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
保
存
会

で
は
小
中
学
校
を
ま
わ
り
、
歌
や
楽
器

の
演
奏
を
体
験
で
き
る
「
デ
カ
ン
シ
ョ

楽
習
」
を
実
施
し
て
い
る
と
吉
田
氏
は

話
す
。

　
「
こ
の
地
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

大
き
く
な
っ
て
ど
こ
へ
行
っ
た
と
し
て

も
、
デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
通
し
て
、
丹
波

篠
山
を
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
結
構
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
」

 

空
い
た
古
民
家
を 

宿
に
再
生
し
元
気
を 

取
り
戻
し
た
限
界
集
落

　

の
ど
か
な
農
村
地
域
で
は
、
あ
ら
た

な
取
り
組
み
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

築
約
一
五
〇
年
の
古
民
家
二
棟
を
活
用

し
、
二
○
○
九
年
に
開
業
し
た
宿
「
集

落
丸
山
」
だ
。
開
業
前
は
、
一
二
棟
の

住
宅
の
う
ち
七
棟
が
空
き
家
。
五
棟
に

住
民
一
九
人
と
い
う
限
界
、
い
や
消
滅

寸
前
集
落
だ
っ
た
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
集

落
丸
山
理
事
長
の
佐
古
田
直な
お

實み

氏
は
振

り
返
る
。

　
「
危
機
感
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
私

た
ち
は
何
の
力
も
な
く
、
田
舎
者
で
我

慢
強
い
だ
け
が
取
り
柄
。
困
っ
た
な
と

は
思
い
つ
つ
も
、
解
決
の
す
べ
を
知
ら

な
か
っ
た
」

　

転
機
は
古
民
家
活
用
に
よ
り
地
域
創

生
を
進
め
て
い
た
、
一
般
社
団
法
人
ノ

オ
ト
が
こ
の
集
落
に
着
目
し
た
こ
と
で

訪
れ
た
。
住
民
に
有
識
者
や
学
生
た
ち

を
交
え
た
話
し
合
い
を
何
度
も
行
い
、

集
落
の
将
来
像
を
議
論
し
た
。
住
民
全

員
が
参
加
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ノ
オ
ト

が
連
携
し
た
有
限
責
任
事
業
組
合
「
丸

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
組
織
し
、
空
き

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
宿
の
運
営
が
始

ま
っ
た
。

　

訪
れ
た
宿
泊
客
は
鳥
の
さ
え
ず
り
や

川
の
水
音
な
ど
、
な
に
げ
な
い
こ
と
に

感
動
し
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
癒
や
さ

れ
る
。
そ
の
魅
力
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
は
少
な
く
な
い
と
か
。
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
客
足
が
以
前
に
も
増
し

兵庫県丹波篠山市地域の底力 デカンショ節保存会会長の吉田浩明氏が立つのは、デカンショ
節の歴史をたどる映像などを展示する「丹波篠山デカンショ
館」。篠山藩主青山家別邸を活用した「青山歴史村」内にある。

「
我
々
は
地
域
資
産
の
良
さ
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

き
た
の
だ
と
、
都
会
か
ら
来
た
方
々
に
教
え
ら
れ
ま

し
た
」
と
語
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
集
落
丸
山
理
事
長
の
佐

古
田
直
實
氏
。



左／宿泊施設の古民家は水回りを
含めてリフォームが施されつつも、
暮らしのやさしい名残が程よく残
されたつくり。下／のどかな農村
風景が守られた集落丸山。

上
／
黒
豆
一
〇
〇
％
の
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
ほ

か
に
は
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
カ
フ
ェ
で
提
供
し
、

黒
豆
の
あ
ら
た
な
調
理
法
を
提
案
し
て
い
き

た
い
と
話
す
「quatre ferm

e

」
の
森
田
耕

司
氏
。
右
／
和
綿
を
使
っ
た
ス
ト
ー
ル
と
布

団
。
天
然
の
綿
に
は
遠
赤
外
線
効
果
が
あ
り
、

少
量
で
も
保
温
性
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
。 
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て
伸
び
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　

事
業
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の

意
識
の
変
化
が
う
れ
し
い
と
佐
古
田
氏

は
い
う
。　

　
「
都
会
の
方
か
ら
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
土
地
に
普
通
に
あ
る
も
の
の

良
さ
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。
お
客

さ
ま
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
来
て
く
だ
さ

る
方
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
生
け
花

が
得
意
な
女
性
が
集
落
に
あ
る
野
花
を

使
っ
て
宿
に
花
を
生
け
た
り
、
外
来
種

の
草
花
を
刈
っ
た
り
す
る
な
ど
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
ど
う
貢
献
す
る
か
と
い

う
、
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
消
滅
し

か
け
て
い
た
集
落
が
こ
の
宿
の
お
か
げ

で
よ
み
が
え
っ
た
ん
で
す
」

　

現
在
は
古
民
家
や
限
界
集
落
再
生
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
各
地
か

ら
視
察
に
訪
れ
る
人
が
絶
え
な
い
。

　
「
細
く
長
く
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
〇
年
先
を
考
え
、
宿
の

運
営
を
、
実
行
力
が
あ
り
、
こ
の
環
境

を
生
か
し
て
も
ら
え
る
若
い
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

実
際
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
、
里
山
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
保
全
活
動
、
耕
作
放
棄
地
の
田
ん
ぼ

オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
、
宿
泊
以
外
の
展

開
や
外
部
と
の
交
流
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
最
近
、
集
落
の
広
場
で
、
寝
転
ん
で

星
空
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
そ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
と
考
え
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
客
さ

ま
か
ら
星
が
す
ご
い
で
す
ね
と
言
わ
れ

て
…
…
」

　

照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
う
佐
古
田
氏
の

表
情
と
、
人
の
言
葉
を
真し
ん

摯し

に
受
け
と

め
る
謙
虚
な
姿
勢
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

あ
ら
た
な
特
産
品
づ
く
り
を 

目
指
す
農
業
移
住
者
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

豊
か
な
自
然
環
境
は
都
市
部
の
人
々

を
魅
了
し
、
移
住
者
も
少
し
ず
つ
増
え

て
い
る
。
丹
波
篠
山
市
東
端
に
位
置
す

る
福ふ

く
す
み住

地
区
で
農
業
を
営
む
、「q

キ
ャ
ト
ル

uatre 

f

フ
ェ
ル
ム

erm
e

」
代
表
の
森
田
耕
司
氏
も
そ
の

ひ
と
り
だ
。

　

神
戸
市
で
移
動
式
の
生
花
店
を
営
ん

で
い
た
森
田
氏
は
、
お
子
さ
ん
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
の
た
め
丹
波
篠
山
市
か
ら

無
農
薬
野
菜
を
取
り
寄
せ
て
い
た
の
が

縁
で
、
二
○
一
二
年
に
移
住
。
農
業
は

ま
っ
た
く
の
初
心
者
だ
っ
た
が
、
農
家

で
研
修
で
き
る
兵
庫
県
の
制
度
を
利
用

し
て
転
進
を
図
る
。
目
指
し
た
の
は
、

有
機
農
業
、
無
農
薬
栽
培
だ
。

　
「
移
住
や
、
有
機
・
無
農
薬
の
農
業
は

周
囲
の
農
業
従
事
者
と
軋あ

つ
れ
き轢

を
生
む
と

も
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
そ
う
し
た
こ

と
と
は
全
く
無
縁
で
し
た
。
高
齢
化
で

手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
耕
作
放
棄
地
を

借
り
受
け
た
と
こ
ろ
、
う
ち
も
う
ち
も

と
依
頼
が
次
第
に
増
え
、
耕
作
地
は
当

初
の
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
広
が
り
ま
し
た
」　

　

移
住
時
、
米
や
黒
豆
を
中
心
に
栽
培

を
進
め
て
い
た
森
田
氏
が
現
在
、
多
く

を
手
が
け
て
い
る
の
は
和
綿
だ
。
イ
ノ

シ
シ
や
鹿
な
ど
の
獣
害
の
影
響
を
受
け

な
い
た
め
の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
が
、
耕

作
地
が
広
が
る
う
ち
、
国
内
最
大
の
和

綿
生
産
者
に
。
主
な
取
引
先
の
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
が
事
業
を
中
止
す
る
困
難
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第 9 代開化天皇の孫が埋葬されたともいわれる
全長 140 ｍの「雲

くも

部
べ

車
くるま

塚
づか

古墳」。�
（写真提供：丹波篠山市）

上／黒豆とともに地域の名を全国に
知らしめた丹波栗は、大粒でしっか
りした甘味がある。下／昼夜の寒暖
差がある気候は米の栽培に適してお
り、コシヒカリを中心とした丹波篠
山米は「東の魚沼、西の丹波篠山」
と高い評価を得ている。�

（写真提供：丹波篠山市）

訪れた人の心にやさしく響く、
丹波篠山の田園風景。

に
み
ま
わ
れ
た
も
の
の
、
ス
ト
ー
ル
ほ

か
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
製
品
化
が
進
行

中
だ
。

　
「
今
後
は
耕
作
地
を
預
か
る
の
で
は

な
く
、
農
地
所
有
者
の
方
に
和
綿
栽
培

へ
と
転
換
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
和
綿
が
丹
波
篠
山
市
の
未
来

の
特
産
物
に
な
る
よ
う
、
行
政
と
も
話

し
合
い
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

二
○
二
○
年
十
月
に
は
、
古
民
家
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
、
軽
食
も
提
供
す
る

カ
フ
ェ
を
開
業
。　
　

　
「
農
作
物
は
直
売
で
あ
っ
て
も
、
利

益
率
が
低
い
。
う
ち
の
作
物
を
使
う
カ

フ
ェ
で
は
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
て
、

加
工
食
品
や
綿
製
品
も
販
売
す
る
な
ど

し
て
、
商
売
ベ
ー
ス
で
農
業
が
成
り
立

つ
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
農
業
体
験
す
る
方
が

ゆ
っ
く
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
農
業

を
軸
に
人
が
集
ま
る
仕
掛
け
も
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

将
来
的
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
観
光

農
園
や
宿
泊
施
設
を
、
と
実
に
楽
し
そ

う
に
語
る
森
田
氏
か
ら
は
移
住
生
活
の

充
実
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

ま
ち
の
人
々
の 

意
識
を
変
え
る
移
住
者
や

若
い
世
代
の
活
動

　

福
住
地
区
で
あ
ら
た
な
暮
ら
し
や
ビ

ジ
ネ
ス
を
始
め
た
移
住
者
は
、
森
田
氏

だ
け
で
は
な
い
。
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
含
ま
れ
た
集
落
の
通
り

沿
い
に
は
カ
フ
ェ
や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
洒
落
た
店
が
点
在
し
、
週

末
と
も
な
れ
ば
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
車

が
行
き
交
う
。

　
「
朝
は
鳥
の
声
で
目
覚
め
、
夜
は
カ

エ
ル
の
声
が
聞
こ
え
る
。
あ
の
世
か
こ

の
世
か
分
か
ら
な
く
な
る
く
ら
い
、
幸

せ
な
と
こ
ろ
で
す
」

　

福
住
地
区
に
移
住
し
た
人
が
喜
び
を

こ
う
表
現
し
た
の
を
、
市
長
の
酒
井
氏

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

今
回
の
取
材
で
お
会
い
し
た
丹
波
篠

山
の
方
々
に
は
共
通
し
て
、
鷹お
う
よ
う揚

で
や

わ
ら
か
な
印
象
が
あ
り
、
そ
れ
が
独
自

の
気
質
だ
と
も
伺
っ
た
。
四
方
を
な
だ

ら
か
な
山
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
景
色
、

そ
の
や
さ
し
い
眺
め
の
な
か
で
時
間
は

ゆ
っ
く
り
流
れ
、
人
の
心
は
急
か
さ
れ

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
当
市
が
神
戸
大
学
と
の
連
携
で

行
っ
た
「
丹
波
篠
山
市
農
村
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
も
、
変
化
を
も
た
ら
す

存
在
に
。
市
内
各
所
で
農
業
実
習
が
行

わ
れ
る
な
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
が
生
ま
れ
、
都
会
の
学
生
た
ち
が
積

極
的
に
高
齢
者
の
も
と
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
学
生
が
そ

の
ま
ま
移
住
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
参
加
し
、
丹
波
篠
山
に
根
付
く
例
も

あ
る
、
と
酒
井
氏
は
顔
を
綻
ば
せ
た
。

　

二
○
二
○
年
の
丹
波
篠
山
デ
カ
ン

シ
ョ
祭
は
中
止
に
な
っ
た
が
、
代
わ
り

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
「
一
五
時

間
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
カ
ン
シ
ョ
」
は
、
約

三
万
件
の
ア
ク
セ
ス
を
数
え
た
と
い

う
。
遠
く
離
れ
た
場
所
で
デ
カ
ン
シ
ョ

節
を
耳
に
し
た
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

に
、
丹
波
篠
山
へ
と
思
い
を
は
せ
た
に

違
い
な
い
。

兵庫県丹波篠山市地域の底力


